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第７８回 東三河中学校総合体育大会卓球競技実施要項 
 
１ 日 時  令和６年７月２４日（水） ９：００ 開場（団体戦） 

                          ２５日（木） ９：００ 開場（個人戦） 

         予備日 ２６日（金） 

 

２ 場 所  田原市総合体育館（住所：田原市田原町汐見5）   予備日：御津体育館 

 

３ 係分担 

大 会 長 山本 泰弘（新城・舟着小学校長） 

審 判 長 二村 昇（豊橋・本郷中） 

総   務 波多野 友章（豊川・西部中） 

進   行 
男子 大羽 昭徳（田原・田原中）／ 原田 樹一（蒲郡・中部中） 

女子 横道 康将（新城・鳳来中）／ 井上 悟志（北設・東栄中） 

会   場 大羽 昭徳（田原・田原中） 

審 判 員 東三河地区の競技役員 

養   護 24日：真木 玲那実（田原・東部中） 25日：田中 由貴恵（田原・亀山小） 

 

４ 日 程 

   ８：３０  会場準備（競技役員集合・準備） 

８：４５  出場チーム受付開始（受付：原田・井上・競技役員の先生方） 

  ９：００  開場 

    ９：２０  競技役員・監督打ち合わせ（大会長・波多野・二村・養護教諭） 

  ９：２０  選手練習開始 

   ９：４０  諸連絡 

  ９：５５  試合開始 

 １６：００頃 結果発表・表彰式 

 

 

 

 

５ 競技規則及び方法（※別紙「東三大会競技規則（審判長諸注意）」参照） 

 

６ 運営・進行について 

① 団体戦は、男子は１～１６、女子は１７～３２の台を使用する。 

  ただし、男子予選AリーグとBリーグの半分は１～６の台（第２武道場）を使用する。 

個人戦は、女子１回戦→男子１回戦→女子２回戦→･･･の順に行う。男女で台の指定はしない。 

ただし、男子１～４２の選手は１～６の台（第２武道場）を使用する。 

② 団体戦は、午前中に予選リーグ、午後に決勝トーナメントを行う。個人戦は、進行表に準ずる。 

 

＜団体戦について＞ 

①審判は、予選リーグ→選手による相互審判 

決勝トーナメント→主審、副審ともに、競技役員 

②予選リーグは２台進行、決勝トーナメントは３台進行で行う。 

＜個人戦について＞ 

①審判は、主審は競技役員、副審は、敗者審判(最初の試合のみ男子の指定された選手)、４回戦か

ら主審、副審ともに競技役員の先生による審判。 

  ②個人戦については、招集場所を設け、招集のアナウンスが入ったら、招集場所へ集まる。 

〔表彰式〕 

※参加者 

団体戦…ベスト４以上の学校 

個人戦…県大会出場の選手 

①成績発表【二村】 

②表彰【山本校長先生】 
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 ※団体戦は、３位決定戦を行う。 

※個人戦は、ベスト１６（４回戦）まで勝ち残った生徒は、その後、順位決定戦を行う。１度負けて

も、順位が確定するまでは試合が続く。 

 

７ 県大会について 

①出場権 団体…男女各３チーム、個人…男女各１２名 

 ②参加申込書と参加料 

・団体、個人、コーチ確認書を別にして各２部（１部コピー可）。参加料は、一人につき1,000円。 

・豊川市立西部中の波多野まで提出してください。締め切り７月２６日（金） １６時 

 ※ 県大会の組み合わせが7月27日(土)となります。2５日(木)の大会終了後に波多野まで提出をし

ていただくか、7月26日(金)の1６時までに豊川市立西部中・波多野まで提出をお願いします。

もしくは、27日(土)の9時30分までに愛知県教育会館までお持ちください。よろしくお願いい

たします。 

※ 団体と個人の両方で出場する選手は2,000円ではなく、1,000円でよいです。 

※ 参加申込書は、他の競技とは別の申込書となります。 

愛知県中小学校体育連盟→大会要領・申込用紙→卓球を選択し、下の部分を探してダウンロ

ードをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申込書等提出先】 豊川市立西部中学校   波多野 友章 

〒442-0854 豊川市国府町岡本24-2 

TEL：0533-87-3105 

FAX：0533-87-6157 

 

８ その他 

・田原市総合体育館は東三大会会場としてはかなり狭いです。さまざまな面で制限が必要だったり、 

 運営上困難だったりするところもあります。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 ①団体戦予選リーグ、個人戦序盤は競技領域が狭くなってしまいます。また、2会場に分かれます。 

（メインアリーナ＋第2武道場） 

 ②観客席は昨年度の半分程度です。登録選手のみの参加とし、応援のみの生徒は参加しないように 

  してください。保護者の方も、観客席は少ないことを考慮のうえ、観戦してください。 

 ③登録選手は観客席に荷物を置きません。第1武道場と多目的室に地区ごとに置いてください。 

・駐車場は第1、第2、第3駐車場、立体駐車場を利用してください。 

 晴天であれば、はなのき広場も駐車場として利用できます。 

 これ以外のところへは駐車をしないでください。乗り合わせ等にご協力ください。 
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東三大会 競技規則（審判長諸注意） 
 

(１) 本大会は現行の日本卓球協会制定のルールに準じて行いますが、一部、教育的配慮をしている部分もあ

ります。 

 

(２) 試合球は、４０㎜ホワイトボール(プラスチック製)を使用。VICTAS or ニッタク(抗菌)を選択。 

 

(３) 試合は全試合、11 本制５ゲームスマッチ、３ゲーム先取。 

 

(４) ラケット・ラバーの不備については、著しい破損を除き、教育的配慮をして許可する。 

  ※ 著しい破損…打球面の破損（粒が切れているものも含む）、ラバーの縁 5mm 以上の欠け。 

  ※ 判断に迷う場合は，本部の審判長のところへ持ってきてください。 

  ※ 審判の先生は，試合前に必ずラケットの確認を行ってください。 

  ※ ラバーが著しくはみ出ているものについては、本部のはさみで切るように指導してください。 

 

(５) 団体戦は、４Ｓ１Ｗで実施。原則としてＳＳＷＳＳの順とし、ＳとＷを兼ねることができない。 

ただし、午前中の予選リーグのみ、スムーズに進行を進めるため、ＷＳＳＳＳの順に行う。 

 

(６) 試合中にラケットをベンチに持ち帰らない。（セット間は必ず台の上にラケットを置いてベンチへ） 

 

(７) セット間のアドバイスは、１分以内とする。監督が役員になっている場合は、ベンチを離れてもよい。

ただし、その場合は１分程度とし、速やかに行う。 

 

(８) 促進ルールは、全試合適用する。１ゲーム中、流しタイムで１0 分を経過した時点で、両者の合計得点

が１８点未満の場合、また、お互いの選手が了解した場合は促進ルールを適用する。 

※ 促進ルールを適用する場合は、本部へ声をかけてください。 

 

(９) タイムアウト制は、全試合適用する。時間は１分以内。タイムアウトが取れるのは、選手・監督・コー

チのみとする。 

 

(１０) サービス違反は、１回目は注意(レット)、２回目は警告(レット)、３回目以降は失点とする。サービ

ス違反は、その試合については累積される。 

  主なサービス違反 

   ・オープンハンドができていない。    ・ボールが掌にのっていない。 

   ・１６㎝以上真上に上がっていない。   ・ボールを制止させていない。 

   ・ボールを持った手が、台上に入る。   ・ボールを持った手が、台の下に隠れる。 

   ・サービス動作中、体やフリーハンドでボールを隠している。 

 

(１１) 抗議権(ルールの確認)は、団体戦では監督(いない場合は主将)、個人戦では競技者のみがもつ。 

   ※ コーチには抗議権はありません。団体戦においては、競技者に抗議権はありません。 

 

(１２) 試合中のねんざや流血を伴うケガの場合は、審判長の判断により最大１０分を越えない範囲で、中断

をすることができる。ただし、競技の進行状況によって生じたけいれんや疲労による障害は、中断を

認めない。 

 

(１３) コーチはベンチ１名までとする。(教員以外がコーチに入る場合はコーチ確認書が必要。) 

   ※ 団体戦においては、監督１名、コーチ１名と選手以外は、フロアへ下りない。 

   ※ 個人戦においては、アドバイザーは１名とする。(生徒のアドバイザーも認める) 

   ※ 生徒がアドバイザーをしている場合のみ、途中で監督もしくはコーチと交代できる。ただし、ベ

ンチに入る人数は、必ず１人になるようにする。 

 

(１４) ユニフォームは、団体戦においてはそろえることが望ましい。 

※ 県大会では必ず揃えてください。 

 

(１５) 東三大会出場者(各地区の代表者)としてふさわしい服装でプレーをする。 


